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1．本研究の目的
　ドイツ語圏の言語、文学、文化を専攻する学生にとって、ドイツ語は外
国語学習の対象に留まらず、専門分野の研究を進めるために必要な情報収
集の手段でもある。ドイツ語の学習は初修外国語として Deutsch als 
Fremdsprache（外国語としてのドイツ語）の枠組みの中で始まる。その
知識と技能を専門分野の研究活動に生かせるようになるためには、どのよ
うな学びが必要か。本稿では、中央大学文学部ドイツ語文学文化専攻を例
に、「読み」という技能に焦点を当てて考える。
　本専攻では、1、2年次の教育を経て、学生たちは「ヨーロッパ言語共
通参照枠（CEFR）」の A2から B1レベルのドイツ語の知識と、ドイツに
ついて学ぶ上で基本となるスキルを身につける。専任教員は、専門分野の
異なる 6人によって構成されるため、学生たちが共通の基礎事項を学ん
だ後、何を専門にするかを考えるための素材提供を、段階を踏みながら行
うことになる。分野ごとの演習科目（2年次以降）や「ゼミ演習」（3、4
年次）、「卒業論文・卒業研究」 1）といった授業を通して、学生たちには、
1）　「卒業論文」（8単位）は、査読後、副査を含む全教員による口頭試験が実施
「外国語としてのドイツ語（DaF）」から
「学術言語としてのドイツ語（DaW）」へ
──専門分野への「導入文献」について考える──
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広く学問全般に共通する普遍的な部分と、専門分野によって異なる問題設
定や方法論を知ってほしい。以上の内容を踏まえて、「カリキュラム概念
図（ドイツ語の位置づけ）」として図式化したのが図 1である。
　現在、本学文学部には、専攻を横断してスキルアップ外国語科目群、ア
カデミック外国語科目群が開設されている（図 1参照）。ドイツ語科目と
しては、Landeskunde :  Deutschland und Japan（ドイツと日本の現代事
情）、Einführung in die europäische Kulturgeschichte（ヨーロッパ文化史）
などがある。ドイツ語圏への留学を予定している学生、あるいは帰国後の
学生を主な対象とし、ドイツ語で日独事情や文化について学び、ドイツ語
される。「卒業研究」（6単位）の査読は主査のみが行う。
基礎知識：ドイツの文学、演劇、映画、美術、哲学、言語学、歴史、日独文化交流
Deutsch als Fremdsprache （外国語としてのドイツ語）
ドイツ語を学ぶ
ドイツ語で学ぶ
ドイツ語で、
専門分野の用語、
方法論、規範・慣習
などを学ぶ
専門分野への「導入文献」
（「読み」を例に）
専門分野への橋渡し
（原書講読、演習科目など）
専門知識：ゼミ演習、卒業論文・卒業研究
Deutsch als Wissenchaftssprache （学術言語としてのドイツ語）
スキルアップ外国語科目群：ドイツ語
アカデミック外国語科目群：ドイツ語
図 1：カリキュラム概念図（ドイツ語の位置づけ）
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でその成果を発表する。ドイツ語母語話者の教員の指導のもと、「ドイツ
語を学ぶ」から「ドイツ語で学ぶ」へとシフトする授業である。
　それに対して、「原書講読」及び演習科目などの専門科目では、各分野
で用いられるドイツ語の専門用語、方法論、その分野の文献の決まりごと
などの専門的な知識を身につけることが必要になる。学問に用いられるド
イツ語の言語変種や言語指標などを学ぶと同時に、「ドイツ語で専門知識
を得る」という側面が強くなる。いわば、Deutsch als Fremdsprache
（DaF：外国語としてのドイツ語）から Deutsch als Wissenschaftssprache
（DaW：学術言語としてのドイツ語）への質的な転換である。
　本稿では、Deutsch als Wissenschaftssprache（DaW）を、言語技能に
とどまらず、専門知識を得たり研究成果を発表したりするための媒介語と
捉える。「学術言語としてのドイツ語 2）（以下、DaWと記載）」である。そ
して、分野の専門知識を伝えるために、ドイツ語で書かれた（＝ドイツ語
を媒介語として専門知識を伝える）入門書などを「導入文献」と名付け、
演習科目の教材に用いることを検討する。「導入文献」は、基礎科目から
専門分野への橋渡しの役割を担う。「導入文献」を読むためには、DaW
が情報収集の手段として活用される。そこで、筆者らの専門分野である言
語学（林）、文学（羽根）、歴史学（川喜田）から、「導入文献」の候補 3
例を取り上げて分析し、教材としての可能性を探るのが本研究の目的であ
る。
2．「読み」の技能の修得（DaF）から専門文献の「読み」（DaW）へ
　2.1.　1、2年次の「ドイツ語」の授業について（DaF）
　ドイツ語文学文化専攻においては、学生がドイツ語とドイツ語圏の文
2）　アカデミックドイツ語と訳すこともできるが、本文に記した理由から「学術
言語としてのドイツ語」という訳をあてた。なお、本稿では詳細には立ち入
らないが、Ehlich（1993）が Deutsch als (fremde) Wissenschaftsspracheと
いう概念を提唱している。
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化・社会の知識を等しく習得し、実践的練習を通して 4技能（読む、書
く、聞く、話す）を総合的に発展させることを目標としたカリキュラムが
組まれている。1年次には、日本語母語話者とドイツ語母語話者の教員の
指導のもと、4技能の基礎を身につける。2年次の必修ドイツ語科目は、
ドイツ語母語話者が担当し、文法事項の習熟を図るとともに、ドイツ語運
用能力の向上を目指す。すべての授業は、言語面のみならず、その背景に
ついても扱い、ドイツ語学習の最初期から、ドイツ語が根差す文化と社会
についての理解を深めるように工夫されている。
　上記の必修科目に加え、2～4年次の学生が各自の興味関心や必要に応
じて履修する選択科目が開講されている。これらの科目は、学習の目的
（留学、語学試験など）や、重点的に養われる技能（講読、作文、コミュ
ニケーションなど）がそれぞれ異なり、その点で必修科目に比べてより特
化した内容だが、専門には分化していない。
　ドイツ語文学文化専攻における初修ドイツ語の授業の例として、「ドイ
ツ語 ⑴、⑵」における「読み」の実践を紹介しよう。日本語母語話者の
教員 2名がリレー方式で行う「ドイツ語 ⑴、⑵」では、1学年が 30人前
後の 2クラスに分かれ、Deutschland, wie es ist（春日正男・松澤淳著、朝
日出版社、2014年）を共通教科書として、1年間で基礎文法を一通り学
習する。教科書の各課は、「ドイツにおける日本」（第 1課）、「ベルリン」
（第 3課）などの「ドイツ事情」（Landeskunde）を扱った比較的短い文章
に、文法の説明と練習問題が続く構成で、学生は各課の最初に、未修の文
法事項や単語を含んだドイツ語テクスト 3）に直面することとなる。授業で
は、このテクストを課の導入と締め括りに用いて、それぞれ異なる読みを
3）　ドイツ語のテクストには、同テーマについての日本語の解説が添えられ、ド
イツ語を読めなくとも、テーマについてある程度知ることができる。また、
各課で新たに学習する文法事項を含んだキーセンテンスは、課のタイトルと
してあげられ（例：Überall in Deutschland fi nden wir heute Manga-Shops）、
日本語訳が付記されている（例：ドイツのいたるところで私たちは今日マン
ガショップを見つけます）。加えて、付録の DVDに収められた日本語ナレー
ション付き映像からも、各課のテーマに関する情報を得ることができる。
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行っている。導入としては、たとえば、第 1課（規則変化動詞、動詞の
位置）では、動詞を探させ、第 2課（seinと haben、名詞の性と数）では、
動詞を探させてその不定形を考えさせるとともに、動詞の主語を探させる
といった具合に、日本語への翻訳を介さず、ドイツ語の形態や統語に注意
を促す読みを行う。他方、文法の学習と反復練習を経た後の読解の際は、
語句や文法事項を押さえながら日本語に翻訳して、理解を確認する。ま
た、仕上げの読解に当たっては、背景知識に関する発展的ないしは補足的
説明も織り交ぜる。
　2年次を終える頃には、教科書レベルの講読テクストであれば、既習の
語彙や文法の知識を活用し、内容を理解することができるようになる。新
出語彙については、辞書を用いて文脈に即した意味を知ることができる。
CEFRの A2レベルの力（短い新聞記事や身近にある広告、告示などを読
んで、非常に重要な情報を取り出すことができる） 4）を身につける学生も
少なくない。留学を希望するなど、特に熱心な学生の中には、B1（明確
な標準的なドイツ語であれば、仕事や学校、余暇など日常的な事柄につい
てのドイツ語の発言や文章が理解できる） 5）の試験に合格する者もいる。
「導入文献」という次の段階に進むことを検討するにあたり、本研究が対
象とするのは、これらの能力を身につけた学生である。
　2.2.　専門分野の研究に向けての「導入文献」（DaW）
　2.2.1 .　「学術言語としてのドイツ語（DaW）」の視点からの「読み」の
指導
　「原書講読」「専門書講読」という名称の授業は、大学のカリキュラムの
中で伝統的に開設されてきた。しかしながら、初中級の文法事項を一通り
習得したからと言って、すぐに専門分野の文献（研究論文や史資料、文学
4）　„Goethe-Zertifi kat A2: Start Deutsch 2“ : http://www.goethe.de/lrn/prj/pba/
bes/sd2/jaindex.htm 
5）　„Goethe-Zertifi kat B1“ :  http://www.goethe.de/lrn/prj/pba/bes/gzb/jaindex.htm
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作品、分析データなど）が読めるようになる訳ではない。また、ドイツ語
で書かれた専門書の講読において、和訳という作業は、理解を確認する重
要な手法のひとつではあるが、唯一の手段ではない。想定される最悪のケ
ースとして、和訳が目的化してしまう危険もある。
　辞書の引き方を例にとって考えよう。辞書を引くにあたって、学生たち
は、性、数、格といった文法事項に留意しなければならないことは知って
いる。また、語の意味を調べるにしても、最初に記載されたものをやみく
もに拾ってはいけないことも知っている。だからといって、文脈に適切な
意味を探し出せるかというと、それは自明のことではない。テクストの背
景となっている情報、すなわち、その分野に関する専門知識が欠けている
ためである。そうした事実を十分認識した上で、ドイツ語の授業で得た語
彙・文法の知識を、専門文献の読みにどう生かすかを体系的に考える必要
がある。テクスト中の言語指標を的確に捉え、専門書の読解に生かすため
の指導法が考慮されてしかるべきである。
　DaF から DaWへの移行期の「読み」は、外国語教育と専門教育の橋渡
しの「読み」でもある。「導入文献」では、「読み」の目的の焦点が、技能
の修得から専門的知見の獲得へと変化する。専門分野での「読み」は、作
品や資料を分析するために読むのか、研究を進めていく上で、押さえてお
かなければならない情報を収集するために読むのかによっても、異なって
くる。仮に、「読み」の種類を 2種類に区分すると、次のようにまとめら
れる。
　⑴　分析のための読み：言語データ、文学作品、史資料などを分析する
　⑵　情報収集のための読み：先行研究、用語の定義、方法論を学ぶ
　「学術言語としてのドイツ語」を情報収集の手段として用いながら、分
野の専門知識を伝えることを考えるのが、今回の目的である。したがって
⑵ が、教材分析、考察の多くを占める。但し、方法論を学ぶにあたって
は、実際の分析を追体験する作業も不可欠である。実際、3章で扱う「導
入文献」の中でも、いわゆる「生の資料」が取り上げられ、分析を追体験
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できるように構成されている。それについても、適宜、言及する。
　2.2.2.　「導入文献」の役割と教材としての可能性
　「ドイツ語の基礎学習と専門演習の橋渡し」として、語学を担当する教
員と専門の教員が共同で運営する授業については、すでに、生駒（2016）
が実施成果を報告している。それによると、授業は、学生が予習してきた
教科書の内容をドイツ語で発表し、その後、専門の教員が専門的内容の補
足説明を、語学担当教員がテーマに関連する語彙・専門用語を説明した
（生駒　2016：19）とのことである。専門教育でのドイツ語継続学習とい
う視点からの報告で、示唆に富んでいる。本研究の場合、教材としてドイ
ツ語母語話者を対象とした出版物を用いる点は同様であるが、異なるのは
次の点である。
　⑴ 　その分野を専門とする教員が 1人で、「ゼミ演習」または専門の演
習科目として担当する。
　⑵　「読み」に限定する。
　⑶ 　「導入文献」についても、日本語で書かれた論文や参考文献に準ず
る扱いをする。
　筆者らにとって専門分野ごとに「導入文献」を教材として用いることを
検討するのは、初めての試みである。そこで、「読み」に限定し、ドイツ
語で発表することは求めない。本専攻では、複数の学生が異なる分野の授
業を同時に履修するケースも、少なからず想定されるが、重要なのは、各
自が必要な情報を読み取って卒業論文など自分の研究に生かせるようにな
ることであり、それが「導入文献」の教育目標でもある。
　テクストを読ませるのに先立ち、基礎科目から専門科目への橋渡し、
DaFから DaWへの橋渡しという二重の役割を担うテクストであることを
念頭に、教材分析を行う必要がある。テクスト内情報（指示や照応、接続
などの言語指標、レイアウト、分野ごとの規範などの手がかり）とテクス
ト外情報（テクスト・ジャンルごとの規範や当該分野の専門知識など）に
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注目して情報を整理し、提供の仕方を考えることが、教材分析や指導の工
夫の手がかりとなろう。テクスト内情報には、各分野共通の要素（論述に
用いられる表現や文法事項への目配りの仕方など）が多く含まれる。一
方、テクスト外情報の中心となるのは、各研究分野で前提とされる専門知
識や方法論、背景知識などである。
　まず、分野を超えて必要とされる言語技能および言語に関する知識は何
か。学生たちが DaFで培って来た能力、さらに各研究分野の担当教員が
配慮しながら確認・指導する言語技能の例として、次のものがあげられる。
【言語技能および言語に関する知識 6）】
・語彙、形態、統語に関する知識と観察力
・定型表現に関する知識
・文の構造を見抜く力
・文章の構造と階層性を見抜く力
　たとえば、テクスト中、重要な概念は、同語反復、言い換えなどにより
くり返される。大文字あるいは太字で記載されることもある。しばしば専
門用語の定義や説明に用いられる X als Y defi nieren（Xを Yと定義する）、
X als Y betrachten（Xを Yと見なす）、X als Y gelten（Xは Yと見なされ
る）、X als Y behandeln（Xを Yとして扱う）などは、知っているだけで
読解の助けとなる定型表現の例である。
　「一般的な」ドイツ語の表現をよく知っていても、また文法事項の知識
が豊かであっても、それだけで専門分野の文献を理解することはできな
い。母語の場合と同様である。それでは、専門分野への「導入文献」を読
むために、次に学生に求められるのは何か。
6）　本稿はテクスト言語学の枠組みでの分析を目指すものではないため、概略を
示すに留める。
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【専門分野の「導入文献」を読むために求められること】
・専門用語（ドイツ語）と当該分野での定訳を知ること
・専門用語の定義を学ぶこと
・ 専門分野の約束事（レイアウト、タイポグラフィー、当該分野に一般
的なテクスト構造など）を学ぶこと
・専門に関する背景知識（方法論、学界の動向を含む）を学ぶこと
・ 専門分野に関する情報収集能力を駆使すること（その際の媒介語は問
わない）
　ところで、「読解」というと、トップダウン・ストラテジーとボトムア
ップ・ストラテジーの 2つが代表的なものとして取り上げられることが
多い。寺内（2003）によれば、トップダウン・ストラテジーとは、「読み
手が様々なスキーマや様々な文脈情報を活用し、予測・検証しながら、テ
クスト全体の意味を大きくとらえようとするストラテジーである」（寺内
2003：56）。一方、ボトムアップ・ストラテジーとは、「まず 1つ 1つの
文字、単語レベルなどの知覚・認識から始まり、句単位、単文単位レベル
の意味理解を経て、より高次なレベルである談話単位、パラグラフ単位、
文章単位、テクスト全体の内容理解へと進んでいくストラテジーである」
（寺内　2003：56）。通常、読み手は双方を駆使してテクストに関わって
いる。ただ、外国語の場合、語彙力・文法力が不足するために、ボトムア
ップ処理をしている過程で、一語一語に拘泥しすぎたり、文ごとの和訳で
手一杯になったりしがちである。それでは、目指しているはずのテクスト
全体の内容理解に至ることができない。そうした弊害を踏まえて、「読み」
の指導にあたってトップダウン・ストラテジーが注目されるようになっ
た。もちろん、どちらのストラテジーも重要であることは言うまでもな
い。
　本研究では、まず手始めに、専門用語や専門分野の約束事を知ること
で、学生が活用できるスキーマを増やすことを念頭に、「導入文献」の教
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材分析を行う。言語学、文学、歴史学という異なる研究分野を例に、それ
ぞれの分野で、具体的に何が要求されるか、何を知っていると理解が容易
になるか、という学生への手がかり提示の視点からのテクスト分析であ
る。書き手は、レイアウトやタイポグラフィーなどから、全体の目次（章
立て）に至るまで、多様な手段を用いて、読み手にメッセージを送ってい
る。専門分野ごとに異なる場合もある。そうした情報を持ち、テクストを
観察する目を養うだけでも、学生の負担は軽減する。また、テクストで語
られているテーマについて、文献を読み進めながら、あるいは準備段階や
総括として、専門的な背景知識を与えることは、その後の研究活動におい
ても学生のスキーマの活用に寄与するであろう。
3．専門分野ごとの分析例
　3.1.　専門分野：言語学
　3.1.1.　「導入文献」（言語学分野）のタイトルと目次
　言語学分野での専門への「導入文献」としては、次の入門書を取り上げ
る。
Bergmann, R., P. Pauly, S. Stricker (2005) Einführung in die deutsche 
Sprachwissenschaft. Vierte, überarbeitete und erweiterte Aufl age. Heidel-
berg : Universitätsverlag Winter.
　タイトルに Einführung in die deutsche Sprachwissenschaft（ドイツ語学入
門）とあるように、ドイツ語を分析の対象とした個別言語学の入門書であ
る。（主にドイツ語圏の大学で）初めてドイツ語学を学ぶ学生にとって理
解しやすく使いやすいようにという配慮が、構成、レイアウト、文献提示
の仕方などに一貫して表れている。当然、ドイツ語を母語としない学生に
とっても、大きな助けとなる。まず、目次から本書が射程とする研究領域
が明らかになる（表 1参照）。
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　冒頭の 2つの章、II. Sprache und Sprechen（言語、そして話すこと）、
III. Das sprachliche Zeichen（言語記号）は、いわば、「概論」にあたる。
言語学分野の用語が日常生活とは異なることや、言語は規則や体系を持つ
ことなど、一般言語学の基礎知識が記されている。続く IV. Phonetik und 
Phonologie（音声学と音韻論）から XI. Textlinguistik（テクスト言語学）
までは、分析対象の小さい方（音を扱う音声学・音韻論）から大きい方
（テクストを扱うテクスト言語学）へという順番で、研究領域が並べられ
ている。言語学分野に一般的な「各論」である。その後、学際的な分野へ
と展開し、社会言語学、言語地理学、ドイツ語史、語源学、辞書学、言語
政策、大規模データを扱うコーパス言語学などが取り上げられる。XXI. 
Literaturrecherche（文献検索）には、ウェブサイトを含む情報検索の方
法が紹介され、「参考文献リスト」「索引」で終わる。全 21章からなるこ
表 1：Inhaltsverzeichnis（目次）
I.     Einleitung
II.    Sprache und Sprechen
III.   Das sprachliche Zeichen
XII.    Die sprachsoziologische Gliederung des
         Deutschen
XIII.   Die sprachgeographische Gliederung des
         Deutschen
XIV.   Die sprachgeschichtliche Gliederung des
         Deutschen
XV.    Sprachwandel im Deutschen
XVI.   Etymologie und Wortgeschichte 
XVII.  Namen als sprachliche Zeichen und
         historische Zeugnisse
XVIII. Lexikographie
XIX.   Sprachnormprobleme – Sprachberatung –
         Sprachpfl ege
XX.    Corpusrecherche
IV.   Phonetik und Phonologie
V.    Geschriebene Sprache und
       Orthographie
VI.   Grundbegriffe der
       Wortbildung
VII.  Die Wortarten
VIII. Syntax 
IX.   Semantik und Lexikologie
X.    Pragmatik: Handeln mit 
       Sprache
XI.   Textlinguistik
XXI. Literaturrecherche
Literaturverzeichnis
Register
─ 36 ─
とからも明らかであるが、章立て自体が、ドイツ語を分析するための方法
論の幅広さ、多様さを可視化している。
　3.1.2.　序論に記された本書の姿勢
　I. Einleitung（序論）の小見出し（1～5）からも、本書の姿勢および
「言語学」という名称で指される学問領域内の区分などが明らかになる
（表 2参照）。小見出し 1（言語学の課題）では、一般言語学との関係から、
個別言語学としての「ドイツ語学」が位置づけられている。小見出し 2
（ドイツ語学の課題）には、本書の第 4章（音声学と音韻論）以降で扱わ
れる「ドイツ語学」分野の各論が、共時的研究と通時的研究という括りで
まとめられ、整理されている。続く、3（ドイツ語学の応用領域）では、
言語学の成果が役立っている分野があげられ、言語研究の意義が説かれて
いる。
　その後、4（本書の目的）と 5（本書の構成）が続き、ドイツ語学を初
めて学ぶ学生向けに作られた本書の作成方針が明記されている。4（本書
の目的）の要点は、⑴ ドイツ語を主な対象に、問題設定、概念・用語、
方法論、分析結果を示すこと、⑵ 可能な限り幅広い分野を扱うこと、
⑶ 見易く具体的な記載であること、⑷ 実際の言語資料を用いることであ
る。特に最初の項目、すなわち、「問題設定、概念・用語、方法論、分析
結果」という当該分野に必須の項目と手順、それを受けての考察というテ
表 2：I. Einleitung（序論）を構成する小見出し
1. Aufgaben der Sprachwissenschaft（言語学の課題）
2. Aufgaben der deutschen Sprachwissenschaft（ドイツ語学の課題）
3. Anwendungsgebiete der deutschen Sprachwissenschaft（ドイツ語学の応用領域）
4. Zielsetzung der vorliegenden Einführung（本書の目的）
5. Aufbau der vorliegenden Einführung（本書の構成）
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クストの構成・展開を知ることは、学生にとって有用であり、本書を「導
入文献」候補として取り上げる重要な理由のひとつである。
　3.1.3.　言語学分野の慣習（約束事）を学ぶ
　学生には自分が専門とする分野の学問上の慣習（約束事）を学ぶことが
要求される。以下では、「レイアウト」と「用語の定義」という 2つの項
目を取り上げる。学生自身が言語学分野のレポートや論文などを作成する
際にも、配慮が求められる慣習である。
レイアウトに関して
・ 重要な概念・用語は、本書では太字で強調されており、前後には、必ず
定義が記される。
・ 分析対象の表現（語、句、文など）には、イタリック体が用いられてい
る。
・ 本文の説明以外に、必ず分析対象となる実例が示される。実例は、そこ
に使われているレイアウトや文字の種類も含めて再現し、掲載されてい
る。
・ 文章の分析の場合、例として出された文章に文番号が付されている。
・ 分析結果を示すのに、ポイントを箇条書きにしたり、図や表を用いるこ
とが多い。
用語の定義に関して
　用語の定義は、欠かせない作業である。定義に厳密であるのは、「言語
について言語で語らなければならない」という学問分野の性質を反映した
ものでもある。レイアウトの項目でも言及したが、重要な概念・用語の前
後には、必ず定義が付されており、新しい用語とその定義の記載場所を読
み手に知らせる指標となっている。ちなみに、イタリック体も、「ここは、
説明ではなく、分析される対象の方ですよ！」というシグナルであり、そ
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れについて述べているメタレベルの言語（本文の説明）と区別する役割を
担っている。
　本文中での定義に加え、各章末には Defi nitionen（定義）という項が設
けられている。本文で紹介された重要な用語の定義が、今一度、簡潔にま
とめられ、出現順に掲載されている。専門用語の単語帳あるいはミニ辞典
の体裁で、学生は理解の確認にも用いることができる。
　3.1.4.　XI. Textlinguistik（テクスト言語学）を例に
章の全体構成
　前節までは、本書全体の構成を分析してきたが、本節では、テクスト言
語学をテーマにした章を具体例として取り上げ、分析する。第 11章は、
全 12ページからなる。まず、1. Der Text als Einheit sprachlichen 
Handelns（言語行為のまとまりとしてのテクスト）で、章の全体像と概
要が示される。1節の内容は、次の 3点に集約される。
　⑴　„Text“（テクスト）の定義
　⑵　„Textlinguistik“（テクスト言語学）の定義　〈概要〉
　⑶ 　„Textlinguistik“（テクスト言語学）が扱うテクストを構成する要
素　〈書式・グラフィックのレベル、語用論レベル、統語論レベル、
意味論レベル〉
　続く 2～5節で、⑶ の各項目が取り上げられ、実際の言語資料の分析が
示される。すなわち、読み手は、章の冒頭で、「重要な用語の定義を確認
した後、個々の領域での具体的な作業へと進むのだ」という「章全体の見
取り図」を得ることになる。そして、「概論（1節）：定義と方法論」から
「各論（2～5節）：書式・グラフィック、語用論、統語論、意味論の観点
からの実例検証」へと展開する。
データ分析を追体験する：2節の構成と展開を例に
　生のデータの分析を扱う節に入り、学生には、「総論・各論・一般化」
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「理論・具体例・検証」などの区分を読み取ることが求められる。図 2は、
2節の構造と展開を図式化したものである。1節で学んだ概念・用語を念
頭に、料理本のレシピというジャンルのテクストを分析し、テクストのま
とまりと外見上の特徴を確認する。そして、分析結果の意味付けを学ぶと
いう展開になっている。読み手は、本文を読み進めながら、言語学分野の
分析・議論には、欠かせないプロセスを追体験することができる。
具体例と読書案内
　具体例として取り上げられている分析用の言語資料にも、「可能な限り
幅広い分野を扱う」という執筆者の姿勢が読み取れる。料理本からの抜粋
（2節）、薬の服用や副作用などに関する説明書（3節）、辞書の項目の記
述と異なるジャンルの文学作品 2例（4節）、専門書の一部（5節）と、
身の回りにあるさまざまなテクストが分析の対象となる。
総論
各論
分析例
書かれたテクストの「まとまり」は、統語意味論的かつ
テクスト意味論的な正書法によって示される。
図 2：第 2節の構造と展開
!外見によって、テクストの始まりと終わりが示される。!テクストごとに典型的な外見上の特徴を持つことが多い。
料理本のレシピの場合
!テクストジャンルごとに規範がある。!規範が読み手の内容理解を助ける。
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　章末には、本書全体の「参考文献リスト」とは別に、Literaturhinweise
と称する「読書案内」とも言える文献紹介があり、⑴ 重要な概念や用語
について参考にすると便利な文献名、⑵ 当該分野の入門書、⑶ 基本的お
よび専門的な文献の 3段階に区分されて示されている。
　「言語学」という新しい分野は、学生の目には「いちいち定義をし、細
かい文法項目にまで正確な分析を求める厄介な学問」のように映るかもし
れない。実は、意外に身近で汎用性が高い分野であること、理解の助けと
なる「道具としての文献」が簡単に入手できることを知ることで、学生の
動機付けにつながると期待される。
　3.1.5.　言語学分野の教材としての本書の特徴（使用経験を踏まえて）
　「ゼミ演習」（言語学分野）では、既に本書を部分的に教材として用いて
いる。但し、「導入文献」としての扱いとは、異なる点もある。そこで、
これまでの用い方と「導入文献」としての用い方に分けて、以下、記述す
る。
当該分野の背景知識を持つ学生を対象にした場合
　「ゼミ演習」（言語学分野）では、まず、概念・定義を学ぶことから始
め、研究目的の立て方、データ収集の仕方、分析の手順と方法を修得す
る。ゼミ論文では、自分の手でデータを収集し、分析・考察する。
　2014年度を例にとると、辞典類あるいは入門書から抜粋した資料を用
いて、重要な概念・用語の定義などを確認するところから作業に着手し
た。続いて、分析方法を会得するために用いたのが、本書である。前述の
ように、本書は、ほぼ「生の言語資料」に相当するデータを分析するとい
う実証的なプロセスを追体験するのに適している。本稿で取り上げた第
11章については、章の一部を 2～3回の授業で扱った。全文和訳は求め
ず、あらかじめ「読みのポイント」をまとめたプリントや、課題形式の書
き込み用ワークシートを準備し、読むべきポイントを説明しておいた。教
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員は、適宜、専門情報を補足した。
　以上は、「テクスト言語学」という分野に強い関心を持ち、その領域で
論文を書こうという 3、4年生を対象とした授業の場合であった。各自、
ある程度の問題設定ができる程度には、予備知識も持っており、テクスト
分析に取り組んで行くための準備段階にあるという意識を共有している。
学生が、文献から分析に必要な情報を読み取り、自分自身でデータ分析が
できるようになるための練習であり、目的に応じて活用する情報源の 1
つというのが、本書の位置づけであった。
「導入文献」の役割を果す教材として
　一方、専門分野への「導入文献」という形で本書を用いることを考える
場合、授業での扱い方も「読み」に要する時間も変わってくる。学生たち
の多くが、まだ、背景となる専門的な予備知識を持たないと考えるのが妥
当であろう。今年度、筆者は、他大学の授業で、非常勤講師として 3、4
年生を対象とした演習科目を担当しているが、広くドイツ語圏の文学また
は文化を専門とする履修学生を対象に授業をすることになった 7）。図らず
も、本研究を牽引するような活動の機会を与えられたことになる。
　演習の授業では、まず課題を与えて、その課題の答えにあたる情報を探
し出すなどの作業を通して、「読み」をコントロールする。逐語読みにな
ってしまう危険を避けるためである。以下に、実際に課した作業の例をあ
げる。
　⑴　章の目次から、各節の位置づけを考えてみよう。
　⑵ 　分析用の生のデータについて、レイアウトなどを手がかりに、気づ
くことを書き出そう。
7）　授業では、基本的な知識の導入、用語の定義、翻訳の種類などの説明後、本
書第 11章を扱った。最終節を残して前期を終えたが、授業内のやりとり、
リアクション・ペーパーを通じて得た意見・感想から、多くの示唆を得た。
学習院大学文学部ドイツ語圏文化学科の学生諸氏に、この場を借りてお礼申
し上げる。
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　⑶　テクストを読み、言語学の分析を整理・追体験してみよう。
　⑷ 　2節を「総論的な部分」「各論的な部分」「具体例を用いて説明する
部分」に分けてみよう。
　⑸　2節のマクロ構造図を書いてみよう。
　⑴ ⑷ ⑸が、トップダウンの読みの練習につながる。⑵ ⑶ は、実際の言
語データを分析する部分を用いての作業である。⑵ で、一度「読み」か
ら離れ、レイアウトや文体などに注意しながら、自分なりの分析を試み
る。分析結果について話し合った後、⑶ に進む。⑶ の「読み」には、専
門用語と言語学分野の慣習（レイアウトなど）についての知識が利用でき
る。トップダウンとボトムアップ双方の読みが求められるが、分析対象自
体が具体的なので、読みにくさは軽減される。
　履修学生からは、「決まった表現を覚えておくだけで、かなりテクスト
を把握できることが分かって、面白かった。」「レイアウトも手がかりにな
るので、重要な箇所を読み飛ばすことが少なくなると思う。」などと肯定
的な感想が寄せられた。同時に、「トップダウンの読みは理解が深まるが、
独検などの試験の時は、時間がかかってしまいそうだ。」という意見もあ
った。DaFと DaWの関係、移行のあり方を考えさせられる指摘である。
何よりの収穫は、学生たちが、学術文献に使われている「ドイツ語を」学
習すると同時に、概念・方法論についての情報を「ドイツ語で」得ること
ができたという体験を通じて、テクストと能動的に関わる姿勢を示すよう
になったことである。
　以上述べてきたことは、極めて限られた使用経験に過ぎない。グルー
プ・ダイナミクスも、たまたまポジティブな方向に働いたことが予想され
る。しかしながら、教材としての「導入文献」のあり方を考えるための一
歩ではある。
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　3.2.　専門分野：文学
　3.2.1.　「導入文献」（文学分野）のタイトルと目次
　文学分野における「導入文献」としては、以下を検討する。
Mommert, M. (2004) Thomas Mann. Mario und der Zauberer. Stuttgart : 
Reclam.
　本書はレクラム社の文学作品読解手引きシリーズ Lektüreschlüssel（読
書の鍵）の 1冊で、トーマス・マンのノヴェレ「マリオと魔術師」を解
説している。レクラム文庫に収められたこのシリーズでは、主として名作
とされる古今のドイツ語文学作品が取り上げられ、ギムナジウム高学年 8）
向けに解説されている。対象作品のジャンルは詩、小説、戯曲、映画脚本
にまたがり、詩の場合を除いて、1冊につき作品 1編が扱われる。シリー
ズの書籍は規格化された構成を持ち、いずれも簡潔にまとめられている。
また、文章表現やレイアウトに関しては、入門書として、読みやすさに留
意されている。
　まずは、目次（表 3参照）に目を通しつつ、本書の内容を概観しよう。
本書は前付けに続く全 10章と、巻末の注からなる。趣旨や構成、使用法
などを記した序文の類がないのは、同一のコンセプトのもとに書かれ、共
通の構成を持つシリーズの 1冊であるためだろう。全 10章の内容は、作
品の解説（第 1～8章）、読み手に向けられた問い・課題（第 9章）、関連
する文献、オーディオブック、映画の紹介（第 10章）に大別される。各
章の長さは 2～16ページとばらつきがある。
　第 1～8章の内容は、作品の概説（第 1章）と詳細な解題（第 2～8章）
に区分できる。第 1章では導入として、作者の作品群における「マリオ
と魔術師」の位置、この作品の特徴、および評価と解釈が略述される。続
8）　おおよそ日本の高等学校に相当する。
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く第 2～8章の内容は、表 4のとおりである。
　第 2章は主として物語の内容の紹介である。第 3章と第 4章では、分
析的視点が強まる。第 3章では、ノヴェレというジャンルの簡潔な説明
の後に、このジャンルの特徴を示す作品中の要素があげられ、続けてテク
スト構造が素描される。作品テクスト全体を視野に入れた第 2～4章に続
表 3：Inhalt　（目次）
1.   Erstinformation zum Werk
2.   Inhalt
3.   Gattung und Textgliederung
4.   Figurenkonstellation
5.   Der zeitgeschichtliche Hintergrund
6.   Wort- und Sacherläuterungen
7.   Interpretation
8.   Autor und Zeit
9.   Checkliste
10.   Lektüre- und Hörbuchtipps / Filmempfehlungen
Anmerkungen
表 4：第 2～8章の内容
章の見出し 解説対象
第 2章　内容 作品テクスト（全体）
第 3章　ジャンルとテクスト構造 作品テクスト（全体）
第 4章　登場人物の関係性 作品テクスト（全体）
第 5章　時代背景 作品のコンテクスト
第 6章　語句と事項の解説 作品テクスト（部分）
第 7章　解釈 作品テクスト（全体）
第 8章　作者と時代 作品のコンテクスト
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く第 5章は、コンテクストの解説に移る。解説されているのは、同章の
小見出し 9）にあるように、Faschismus in Italien（イタリアにおけるファ
シズム）と Konservativer und revolutionärer Nationalismus in Deutsch-
land（ドイツにおける保守的および革命的ナショナリズム）、すなわち、
作品の舞台である国と、作者の出身国の政治状況である。以上の事柄と、
作品中の個々の語句と事項が解説（第 6章）された上で初めて、作品の
解釈が提示される（第 7章）。作者と時代についての情報（第 8章）が、
14ページという比較的多くのページが割かれているにもかかわらず、作
品解釈の後に置かれていることは、本書が作家論的視点に立たないことを
示す。同じコンテクストの解説であっても、時代背景の情報（第 5章）
が解釈の前に置かれているのとは対照的である。第 2～8章の内容と順序
からは、作品解釈の前提ないし補完的情報として、テクスト内外のいかな
る事柄を把握しておく必要があると考えられているかが見て取れる。
　3.2.2.　レイアウト
　次に、レイアウトを確認しよう。本書のレイアウトは、章によって大き
く異なる。第 1～5章、第 7章、第 10章は、表や箇条書きをほとんど使
用せず、主として文章で記されている。第 8章は、文章による解説と、
年表 Kurzbiographie（略歴）に続いて、Werkverzeichnis（作品一覧）が
文章と年表を織り交ぜたスタイルで記述される。第 6章と第 9章は、す
べて箇条書きである。
　第 1～5章、第 7～8章において特徴的なのは、重要箇所を示す傍線と、
本文の傍に記された要点である。要点テクストは傍線と同じグレーの太い
枠で四角に囲まれ、本文から明確に区別されている（図 3参照）。
　たとえば、第 1章の本文には、以下の要点が付記されている（表 5）。
① は、マンの作品について予備知識を持たない学生が本文に先立って要
9）　本書において小見出しが付されているのは、第 5章、第 8章、第 9章のみで
ある。
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点を読んだ場合、「マリオと魔術師」が「ノーベル賞受賞者」、すなわちマ
ンの「最初の本」であると誤解 10）しかねないので、注意が必要である。
⑤ の allgemeinmenschlicher Gehalt（人間一般に関する内容）は、やや曖
昧な表現だが、本文中の die allgemeine Sittlichkeit（一般道徳）、ethisch-
moralische Aspekte（倫理的・道徳的側面）を踏まえている。
　要点テクストは、小見出しに似た機能を果たし、本文の大まかな構成を
把握するための手がかりとなる。本書を「導入文献」とする際には、たと
えば、トップダウンの読みの一環として、要点から本文の構成について考
10）　「ノーベル賞受賞者の最初の本」は、本文で触れられる『ブッデンブローク家
の人々』を指す。
図 3：要点テクストと傍線
要点テクスト本文
表 5：1. Erstinformation zum Werk（作品についての最初の情報）
要点テクスト 対応する本文の内容
① Mario, das erste Buch des Nobelpreisträgers
（「マリオ」、ノーベル賞受賞者の最初の本）
トーマス・マンの作品にお
ける「マリオと魔術師」の
位置
② Autobiographisches Erzählen
（自伝的語り）
作品の特徴
③ Mario – ein kleines Meisterwerk?!
（「マリオ」─小さな傑作？！）
同時代における作品の評価
④ Gelegenheitsarbeit oder Hauptwerk?
（臨時の仕事、あるいは主著？）
後世における作品の評価
⑤ Politischer oder allgemeinmenschlicher Gehalt? 
（政治的な、あるいは人間一般に関する内容？）
作品の解釈
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えさせる、本文の読解に先立ってキーワードの意味を確認させる、などの
仕方で活用できよう。但し、上述のとおり、要点テクストだけでは理解が
困難な場合もあるため、教員が適宜説明を補う必要がある。
　続けて、フォントに注目する。フォントの用い方も、章ごとに、また同
一章内でも構成要素によって異なっている。第 1～5章、第 7～8章の本
文では、Mario und der Zauberer（「マリオと魔術師」）、Buddenbrooks. 
Verfall einer Familie（『ブッデンブローク家の人々─ある家族の没落』）な
ど、主に作品と書籍、雑誌、新聞のタイトルがイタリック体で表記されて
いる。第 9章では、加えて、重要語句のイタリック体表記も目立つ。こ
れらは、文学分野におけるイタリック体の一般的な用法である。要点テク
ストでは、Mario, das erste Buch des Nobelpreisträgers（「マリオ」、ノーベ
ル賞受賞者の最初の本）など、本文とは逆に、タイトル以外がイタリック
体で記されている。太字の使用は例外的である。
　第 6章では、解説対象の語句と事項が太字表記され、イタリック体は
タイトルの他、主に解説対象の関連語句（多くは語源となった外国語）に
用いられている。第 8章の Kurzbiographie（略歴）では、年代と、トー
マス・マンおよび兄ハインリヒの名前が、またWerkverzeichnis（作品一
覧）では、年代、書籍のタイトル 11）、トーマス・マンがエッセイにおいて
重点的に取り組んだ 3つのテーマ領域 12）が太字表記されている。第 6章
と第 8章における太字の用法は、文学分野において一般的であるとは言
い難い。
　本書を「導入文献」として用いる場合には、学生に各章におけるフォン
トの用い方を把握させるとともに、どれが一般的で、どれが本書独自の用
法かを説明する必要があろう。
11）　書籍のタイトルは太字で、それに含まれる作品のタイトルはイタリック体で
表記されている。
12）　文学作品が逐一年表に整理されているのに対して、エッセイは文章で総括的
に解説され、特に重要な数編に限って、タイトルと発表年が記されている。
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　3.2.3.　文学テクスト分析に向けて：9. Checkliste（チェックリスト）
　本書の全 10章を機能別に見ると、情報の提供を主眼とした章（第 1～8
章、第 10章）と、読み手にテクストとの能動的な取り組みを促す章（第
9章）に分かれる。9. Checkliste（チェックリスト）は、第 1～5章、第 7
～8章に関する問い・課題からなる。設問の数は章によって異なり、最少
は 2. Inhalt（内容）に関する 1問、最多は 7. Interpretation（解釈）に関
する 17問である。問いは、⑴ 本書の内容の理解を確認することを目的と
したものと、⑵ 作品テクストの分析や、テーマについての考察を促すも
のに大別され、後者の方が多い。以下にそれぞれ例をあげる。
　⑴　理解を確認するための問い
　　例： Bestimmen Sie die Position von Mario und der Zauberer innerhalb 
der Werke Thomas Manns (der Novellen und Erzählungen, der 
großen Romane) in der literarischen Karriere des Autors. 
トーマス・マンの諸作品（ノヴェレと短編小説、長編小説）内に
おける「マリオと魔術師」の位置を、作者の文学的キャリアの中
で定めなさい。
　⑵　作品テクストの分析やテーマについての考察を促す問い
　　例： Stellen Sie Beispiele für Thomas Manns Verknüpfungsthechnik 
zusammen
– frühzeitiges Einführen handelnder Personen,
– mehrfaches Auftreten von Nebenfi guren,
–  Wiederaufgreifen von Themen/Motiven (in beiden Novel-
lenteilen),
–  (stereotype) Wortwiederholungen zur Personen-, Situations-
kennzeichnung.
トーマス・マンの［ノヴェレの前半と後半を］結びつける技法の
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例をまとめなさい。
・人物を早期に導入する。
・脇役が何度も登場する。
・ テーマ／モチーフをくり返し取り上げる（ノヴェレの両方の部
分において）。
・ 人物や場面を特徴づけるために、（ステレオタイプの）語句を
くり返す。
　⑴ で例にあげた問いに答えるには、第 1章（作品についての最初の情
報）の内容を理解していなければならない。他方、⑵ の例は、第 7章（解
釈）を踏まえて、読み手自身が作品テクストを分析することを求めてい
る。
　但し、若干の修正や補足が必要なこともある。上記 ⑴ では、必要以上
の複雑さが、問い自体の理解を妨げているように思われる。第 1章の内
容を問うのであれば、「『マリオと魔術師』を、作者の文学的キャリアの中
で位置づけなさい」で十分であろう。また、⑵ の Verknüpfungstechnik
（［ノヴェレの前半と後半を］結びつける技法）は、具体例とともに、第 3
章（ジャンルとテクストの構造）で説明されている。第 3章を事前に読
んで初めて、Verknüpfungstechnikの意味が分かり、⑵ の問いでは、そこ
であげられている以外の具体例を探すことが求められているのだと理解で
きる。
　3.2.4.　文学分野の教材としてみた本書の特徴
　本書の特徴は、第 1に、1作品のみを取り上げ、入門者向けに、作品と
その背景を丁寧に解説している点にある。教材としては、当該作品自体を
扱う授業で用いることになろう。学生は、文章による解説、年表、語句の
注釈など、異なる形式で書かれたドイツ語の読解を通じて、文学分野の
DaWを学ぶとともに、作品の理解を深めることになる。本書は特定の作
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品の解題であり、方法論を解説したものではないが、その手順は、他の作
品を論じる上でも参考になろう。文学分野のレポートや卒業論文・卒業研
究では、本書と同様に、1作品を分析対象とすることが多々ある。複数の
作品を扱う場合でも、個々の作品の分析が重要であるのは言うまでもな
い。学生は本書から、注意すべきテクスト構成要素や、押さえておくべき
情報について学ぶことができよう。ただし、本書はあくまで、読み手によ
る分析・考察を支援することが目的の手引き書であって、自説の展開を主
眼とした研究書とは性格が異なる。解釈が提示されるまでの構成も、文学
分野の論文の典型とは言い難い。文学分野の論文のスタイルは多様である
から、本書を教材とする場合には、その構成が論文のフォーマットとして
機能してしまわないよう配慮する必要もあろう。
　特定作品の解題を趣旨とするがゆえに、「導入文献」としてみた場合、
欠けている要素もある。たとえば、Novelle（ノヴェレ）、Roman（長編
小説）、Drama（戯曲）といった文学ジャンルの名称や、Figur（登場人物）、
Motiv（モチーフ）、Handlung（プロット）といった文学テクストの構成要
素を指す用語は、使用されることはあっても、逐一解説されることはな
い。それらをまとめた一覧の類もない。本書を教材として用いる場合に
は、方法論を体系的に扱った文献を併用するなどして、補う必要があろう。
　本書の第 2の特徴は、作品の解題のみならず、読み手への問い・課題
を含む点である。これらの問いは、読解の対象とするのみならず、実際に
問いとして取り組み、本書の理解の確認や、作品分析に活用することがで
きよう。作品分析のための問いは、さらに、文学の方法を学ぶ教材として
も有用だと思われる。解説と同じく、特定の作品に限定されているが、本
書の問いを手がかりに、文学作品を論じる上でどのような設問が有益であ
るかを考えることによって、他の作品の分析にも役立つ視点が得られるの
ではないだろうか。
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　3.3.　専門分野：歴史学
　3.3.1.　「導入文献」（歴史学分野）のタイトルと目次
　歴史学分野の「導入文献」としては、次の歴史教科書を取り上げる。
Brückner, D., H. Focke (Hrsg.) (2005) Das waren Zeiten. Bd. 4 : Das 20. 
Jahrhundert. Ausgabe C. Bremen: C.C. Buchner.
　本書は、ギムナジウムの中等段階 Iで使用される教科書である。ドイツ
ではギムナジウム 9年制の場合、第 7学年から第 10学年までの 4年間を
かけ、学年ごとに 1冊ずつ合計 4冊の教科書を使って通史を学ぶ。すなわ
ち、第 4巻である本書は通史の最終巻にあたり、第 10学年で使用される 13）。
　まずは目次に沿って本書の構成を確認しておきたい（表 6参照）。14）
13）　ギムナジウム 8年制の場合、3年間で通史を学ぶため、第 4巻の内容に相当
する現代については、第 9～10学年にかけて学ぶことになる。
14）　目次では Lesetippsとなっているが、本文には Lektüretippsと記載されてい
る。
表 6：Inhalt（目次）
Das waren Zeiten oder : Wie sich die Zeiten ändern
（こんな時代だった、もしくは、時代はどう変わっていくか）
Die Weimarer Republik（ヴァイマル共和国）
Totalitäre Herrschaft und Zweiter Weltkrieg（全体主義支配と第二次世界大戦）
Deutschland in der geteilten Welt（分断された世界の中のドイツ）
Von der Konfrontation zur Kooperation（対立から協力へ）
Entwicklung der Weltwirtschaft und Probleme der Einen Welt（世界経済の発展
と 1つになった世界が抱える諸問題）
Wichtige Begriffe（重要概念）
Personen, die Geschichte machten（歴史を作った人々）
Sachregister（事項索引）
Personenregister（人名索引）
Lesetipps14）（文献紹介）
Abkürzungen（略語表）
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　目次から分かるように、本書は、ヴァイマル共和国から現在のグローバ
ル社会にいたるまでの時期を全 5章に分けて通時的に論じる。各章は 2～
6ページの複数の節から構成されており、Lerntipp（学習アドバイス）と
いう方法論の手引きのコーナー、Projekt（プロジェクト）という自発的
学習を促すコーナーが時折はさまれる。また、各章の末尾にはWas war 
wichtig?（重要だったことは何だろう？）というまとめのページが設けら
れている。
　本書の冒頭に置かれた Das waren Zeiten oder : Wie sich die Zeiten 
ändernは短い序文である。そのタイトルのうち、前半の Das waren 
Zeiten（こんな時代だった）は本書のタイトルである。後半はそれをWie 
sich die Zeiten ändern（時代は［今後］どう変わっていくか）と言い直す
ことにより、自分たちの生きる今も歴史の中の時代のひとつであることを
読み手に意識させ、今後どのような時代へと変化していくのかという展望
をもたせようとしている。
　また、本書の末尾には、重要概念の説明、重要人物の説明、事項索引、
人名索引、文献紹介、略語表が付されている。組織名等に略語を多用する
歴史学分野では、それを一覧にして示した略語表は極めて重要であり、必
ず付される。学生には、その存在を知り、活用してほしい。
　3.3.2.　重要概念をレイアウトから識別する
　本文を見ていくと、特殊なフォントの使用によって強調されている語句
の存在に気づく。これが本書の重要概念である。本書での強調の方法は、
歴史学のテクスト全般に妥当するルールとまでは言えないが、本書を理解
する助けとなるものであり、本文を読む前に整理しておさえておく必要が
あろう。
　強調の方法は以下の 4種類である。
　⑴　黄色マーカー
　⑵　イタリック体
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　⑶　ゴシック体
　⑷　引用符
　Rassismus（人種主義）、Planwirtschaft（計画経済）、Globalisierung
（グローバル化）など、歴史を把握するための分析概念を中心とする重要
概念は黄色マーカーで強調され、Wichtige Begriffe（重要概念）として巻
末に詳しい説明が記載されている。
　重要概念の中でも、人名や歴史的事象を表す固有名詞を示すためには、
イタリック体とゴシック体が使われる。本書では、die Machtergreifung
（［ヒトラーの］権力掌握）、das Ermächtigungsgesetz（［1933年の］全権
委任法）などがそれにあたる。Machtergreifung は、ドイツ現代史では、
通常、定冠詞を伴って用いられ、「ヒトラーの権力掌握」を指す。
Ermächtigungsgesetz（全権委任法）についても同様である。全権委任法
はヴァイマル時代にも複数回出されたが、定冠詞を伴う das Ermäch-
tigungsgesetz は、通常、ヒトラーの政権掌握後の 1933年 3月に成立した
ものを指す。
　また、引用符で囲まれるものは、当時使用された表現の引用であること
を示している。„Arier“（アーリア人）、„Judenfrage“（ユダヤ人問題）な
どがその例である。引用符で囲んだ上で、さらにイタリック体やゴシック
体で強調されている概念もある。
　3.3.3.　Deutschland wird NS-Staat（ドイツがナチ国家となる）を例に
　続いて、各節の構成とレイアウトを確認しておきたい。本書の各節は、
本文、文字史料、写真、地図、図表、参考になる外部情報（ウェブサイ
ト、書籍、映画、CD-ROM、見学先など）の紹介、問いの各要素から構
成される。
　例として、Deutschland wird NS-Staatという全 5ページからなる節を
取り上げてみよう。大きく分ければ、最初の 3ページが本文の部、続く 2
ページが史料の部である。
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　本文の部（図 4参照）は、時系列的に配置された 11項目からなり、各
項目には小見出しが付けられている。また、史資料 4点が掲載され、ウ
ェブサイトの紹介もある。これらの構成要素を見分け、テクストの構成を
理解するための重要な手がかりとなるのは、フォントのサイズ・種類・色
などのレイアウト上の情報である。たとえば、節タイトルはフォントサイ
ズ（大）の太字、小見出しはフォントサイズ（通常）の太字で示される。ま
た、本文中の史資料（写真 2点、ポスター1点、新聞見出し 1点）には赤
丸の数字で通し番号がふられ、タイトルは太字である。ウェブサイトの紹
介は、太字で■ Internettipp→と表示され、緑色の■と→が目印となる 15）。
　史料の部（図 5参照）では、本文に関連する史資料 9点（5点が文字史
料、1点が研究文献の引用、2点が写真、1点が図表）が提示され、2か
所に問いが設けられている。問いの背景は黄色で塗られており、他の史資
料から区別される。なお、史料の部に含まれる史資料の場合、タイトルが
太字で書かれ、通し番号がふられることは本文の部と同じだが、冒頭に
„M“のマーク 16）が付される点が異なる。特に文字史料の場合には、冒頭
15）　外部情報の紹介のうち、最も頻出するのはウェブサイトの紹介である。なお、
書籍の場合はオレンジ色、映画の場合は紫色、CD-ROMの場合は桃色の■
と→が目印となる。また、見学先の紹介の場合は、水色の●と→が使われる。
16）　Material（史資料）の略。
図 4：本文の部の構成（左 2枚が見開き）
史料④
写真
史料③
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→
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に簡単な説明がイタリック体で付され、通常フォントで史料が引用された
後、末尾にフォントサイズ（小）で出典が示される。
　3.3.4.　歴史学分野の教材としてみた本書の特徴
　本書の基本的な構成とレイアウトを押さえたうえで、ドイツで使用され
ている歴史教科書を歴史学への「導入文献」として使うことの意味を、本
書の内容に照らして 2つの観点から考えておきたい。
歴史学の方法への導入：Lerntipp（学習アドバイス）と問い
　歴史教科書が専門教育への橋渡しの時期の教材として適していると考え
られる理由のひとつは、本文である歴史記述とそれを支える史料のほか
に、歴史学の方法への導入となるテクストを含むことにある。本書の場合
は、目次には掲載されていないが、Lerntipp（学習アドバイス）というコ
ーナーがそれにあたる。Lerntippの記載箇所は、表紙裏と裏表紙裏、そ
して本文である。表紙裏と裏表紙裏の全 13項目の Lerntipp は導入的説明
にとどまるが、重要な項目については、いずれかの節の中に、当該の節の
内容と関連づけて改めてコーナーが設置されている。そこでは、節の内容
に関連した素材と作業課題が提示され、文字史料や図像史料を用いた史料
図 5：史料の部の構成
M1
文字
史料
M2
文字
史料
M3
写真
問い 問い
M4
文字
史料
M5
文字
史料
M6
写真
M7
文字
史料
M9
研究
文献
M8
図表
■
Internettipp
→
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批判の訓練や、文書館調査などの発展的学習に向けた準備ができるように
なっている。
　Lerntippの内容は 2つに大別できる。ひとつは歴史研究に必要な作業
の説明、いまひとつが史料批判の手引きである。前者には、Fachliteratur 
fi nden（専門文献を探す）、Zeitzeugen befragen（証言者に聞く）、For-
schen im Archiv（文書館で調査する）などが含まれる。後者にあたるの
は、文字史料の扱いに関連して Lesen und deuten（読み、解釈する）、
Briefe als Quellen（史料としての書簡）、図像史料の読み解きに関連して
Fotos prüfen（写真を吟味・検証する）、Karikaturen kommentieren（風刺
画を論評する）、Kunstwerke verstehen（芸術作品を理解する）、歴史地図
の読み方として Karten vergleichen（地図を比較する）などである。
　Lerntippに加えて、歴史的思考力の育成と史料批判の手引きとなるの
は、史料の部にテーマの区切りごとに置かれた問いである 17）。DaFから
DaWへの橋渡しのための教材として見たとき、この問いには二重の効用
があると考えられる。ひとつは、問いに答えさせることで、掲載史料の内
容と問いの内容を学習者が理解しているかどうかを、日本語への逐語訳と
いう手段をとらずとも確認できるという点である。もうひとつは、この問
いが史料批判の手引きとなり、史料と照らし合わせて歴史記述を吟味した
り、史料に基づいて自分なりの歴史記述を構築する訓練になるという点で
ある。
　通史を学ぶ最終学年での使用を目的としているため、本書に設けられた
問いは、単に史料の内容を確認するにとどまらず、史料批判や歴史記述の
作業を求めるものがほとんどである。したがって、問いを理解し、それに
答えるためには、歴史学の作業用語とでも言うべきものを知っておく必要
がある。具体的には、BESCHREIBEN（叙述する）、SICH INFORMIEREN（情報
を得る）、PRÜFEN（検証する）、VERGLEICHEN（比較する）、BEGRÜNDEN（理
17）　問いは、Lerntippのコーナーでは緑色、Projektのコーナーでは青色に塗られ
た枠内に掲げられている。
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由を示す）、BEURTEILEN（根拠とともに判断を述べる）、DISKUTIEREN（議論
する）などの作業を示す語句である。これらの語句については、表紙裏の
Aufgaben begreifen（課題を把握する）と題された Lerntippにまとめて
説明がある。問いを教材として使う場合には、まずこの部分を読んでおく
ことが前提となるだろう。
　また、このような歴史学の作業をするうえでは、Quelle（史料）、
Karten（地図）、Statistik（統計）、Archiv（文書館）といった素材や情報
ソースを示す用語も必要になる。そうした語彙についても、Lerntippを
見ていくなかで学ぶことができるようになっている。
　歴史学の重要概念としては、実際の歴史記述の中で使用され、本書で
は、レイアウト上でも強調された固有名詞や分析概念がまずはあげられる
（3.3.2.参照）。しかし、それに加えて、本節で言及した歴史学の作業を記
述するメタレベルの用語も極めて重要である。その双方を、「導入文献」
を扱う DaFから DaWへの橋渡しの時期に、ぜひ意識化しておきたい。
多様なジャンルのテクスト：本文と史資料
　歴史教科書の教材としての適性を考えるうえで、もうひとつ重要な特徴
は、多様なジャンルのテクストが含まれていることにある。すなわち、多
様なジャンルのテクストを弁別し、それにふさわしい読みの技術を鍛える
ことができるのである。
　歴史の教科書という性質上、本文はオーソドックスな歴史記述である。
また、史料の部では歴史学の研究文献が引用されることがあり、それは同
じ歴史記述とはいえ、より学術性の高いスタイルである。Deutschland 
wird NS-Staatの節であれば、J. P. Stern (1978) Hitler からの抜粋（M9）
がそれに該当する。
　他方、史資料として掲載されるテクストのジャンルは実に多様である。
本書に含まれるテクストのジャンルを簡単に整理するならば、文字史料で
あれば、法律・指令、演説、声明・綱領、新聞記事、日記・手記、書簡、
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詩などがあげられる。Deutschland wird NS-Staatの節の場合、国会議員
W・ヘーグナー（社会民主党）の回想録、全権委任法採択時の国会議事
録、『わが闘争』からの抜粋、当時の著名人の書簡や発言に見られるヒト
ラー評などが掲載されている。文字史料とならんで当時の選挙ポスターや
新聞紙面の写真も掲載されているが、これらは、当該ジャンルのテクスト
を読む訓練だけでなく、旧字体（フラクトゥーア）を解読する練習にも使
用できるだろう。
　以上のことを踏まえれば、ドイツの歴史教科書を DaFから DaWへの
橋渡しの時期のドイツ語教材として使用することにより、ドイツ語運用能
力の向上をはかるだけでなく、歴史学の方法への導入が同時に行えること
が分かる。ドイツ語の文献と史料を用いた卒業論文の執筆に向けて、ここ
から準備作業が開始されることになる。
　今日のヨーロッパでは、母語と母語以外の 2言語を利用して教科学習
を進める「2言語使用教育」（CLIL）が広がりを見せている（杉谷・高
橋・伊東　2005）。ドイツでは 2言語ギムナジウムにおける社会科系科目
がその代表であり、今回取り上げたギムナジウム中等段階の歴史という教
科では、2言語使用教育の教育実践が蓄積されている 18）。日本の外国史教
育において、外国語教育と歴史学への導入をいかに効果的に連動させるか
という視点は、高大連携の議論にまだ十分に取り入れられていないが、今
後、考慮していく必要があると考えられ、その場合、歴史教科書は重要な
位置づけを与えられることになるだろう。
18）　中等教育における 2言語使用教育をめぐる教授法を日本の大学教育にそのま
ま適用することはできないが、外国語教育から教科教育への橋渡しをいかに
行うかという問題関心には共通するところがあり、その教育実践は示唆的で
ある。
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4．総　　　括
　4.1.　考察と今後の課題
　本稿では、専門分野への「導入文献」の可能性を探るべく、「読み」に
焦点を当てて論じてきた。加えて、その指導にあたっての質的な転換につ
いても考えてきた。具体的には、筆者らの所属する中央大学文学部ドイツ
語文学文化専攻の学生を念頭に、本研究に携わっている 3人の専門分野
を例に、「導入文献」の候補となる文献を分析し、教材としての可能性を
検討した。
　今回取り上げた 3分野（言語学、文学、歴史学）の「導入文献」候補
の分析結果に見る限り、次の点が明らかになった。
　⑴　 構成自体に、すでに 3分野の特徴が色濃く表れていた。たとえば、
言語学分野の場合は、全体が概観でき、構造と階層性が分かるように
構成された目次、用語の定義、実例の分析があげられる。実証研究の
作業プロセスが追体験できる構成になっている点が重要である。文学
分野では、作品の解釈に向けて、物語の内容、ジャンル、テクスト構
造、時代背景などが順次解説される。問いも含まれ、読み手自身によ
る作品テクストとの取り組みを促している。歴史学分野は、本文の歴
史記述に加えて、図表・地図などの視覚資料を含めた様々な史資料が
提示され、多様なテクストジャンルが含まれることが特徴である。方
法論の手引きとともに、文献・ウェブサイトなどを利用した補足情報
の検索方法も指示されており、発展的な学習にもつなげやすい。
　⑵　 どの分野においても、レイアウトやタイポグラフィーに工夫（分野
によっては、規範）が見られた。したがって、まずは、レイアウトや
タイポグラフィーに注目するだけでも、理解の助けとなる「読み」の
手がかりを得ることができる。但し、イタリック体の担う機能など、
分野によって具体的な使用方法や規範が異なることも学ぶ必要があ
る。
　⑶　 各分野それぞれに知らなければならない基本的な概念や専門用語が
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あり、定義がある。その重要性を認識し学習することなしには、専門
分野の研究は成立しない。ドイツ語と日本語（必要に応じて英語など
他の言語も）の用語の対応、定訳 19）についても知っておいてほしい。
　今回の分析対象は、母語話者を対象として書かれた入門書・教科書であ
ったため、形式・内容とも教育的な配慮が少なからず見られる。上
記 ⑴ から ⑶ についても、デフォルメされているとも言える。その意味
で、論文等の専門文献とは異なるが、それだけに「導入文献」の教材とし
て使用することを検討する価値がある。
　「導入文献」の「読み」の指導にあたり、もう 1つ記しておきたいこと
がある。導入文献の理解を助け、より簡単により正確に読むことを可能に
する辞典・事典類、参考書などの活用である。「ことばの辞典」にあたる
独和辞典あるいは独独辞典とは異なる専門的な情報と知識を提供してくれ
る補助教材とも位置づけられよう。
　言語学分野では、たとえば、ドイツ言語学辞典編集委員会編（編集主
幹：川島淳夫）（1994）『ドイツ言語学辞典』（紀伊國屋書店）、亀井孝他
編著（1996）『言語学大辞典　第 6巻　術語編』（三省堂）などを勧めて
いる。ア）内容理解を深めるため、イ）日本語で定義を確認するため、
ウ）ドイツ語の専門用語の定訳を知り、さらには、エ）英語（できれば、
フランス語も）との対応も意識するためというのがその理由である。実際
のところ、独和辞典だけでは読みきれないので、学生も専門の辞典類を積
極的に利用している。
　文学分野では、岡田朝雄・リンケ珠子著（2000）『ドイツ文学案内（増
補改訂版）』（朝日出版社）、『世界文学大事典』編集委員会編（1996-1998）
『集英社世界文学大事典』（集英社）などから、作者と作品についての知識
を得ることができる。批評理論の用語については、たとえば、見出し語に
19）　たとえば、Handlungという用語は、言語学分野では「行為」と訳し、意図を
伴うことを意味するが、文学分野ではプロットを指す。
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英語（必要に応じてドイツ語・フランス語）が添えられた、川口喬一・岡
本靖正編（1998）『最新　文学批評用語辞典』（研究社）が参考になる。
　歴史学分野では、重要な概念や用語の定訳を知るためには、成瀬治・山
田欣吾・木村靖二編（1996-1997）『ドイツ史』（山川出版社）の巻末索引
が利用できる。また、特定のテーマについて詳しい情報を知るために信頼
できる邦語文献（一部外国語文献も含む）を探す場合、木村靖二・千葉敏
之・西山暁義編（2014）『ドイツ史研究入門』（山川出版社）のような文
献案内を利用するように指導している。
　以上、限られた範囲ではあるが、「導入文献」の分析を通して、学生た
ちが専門分野の研究を進めるために必要な情報収集の手段を得るための方
法について考察してきた。原典が対象としている読み手は、言語学分野は
大学初年次、文学・歴史学分野はギムナジウム中・高学年と異なっている
が、筆者らが対象として想定している学生たちのドイツ語力に見合い、か
つその後予定している専門教育への橋渡しに適当であると考えた分析資料
である。とはいえ、各専門分野を代表する文献とまでは言えない。今後、
数の上でもテクストジャンルの上でも分析対象を増やすことが必要であ
る。また、語彙・統語のレベルなどを中心にしたボトムアップの読みとの
関係や、より叙述内容に踏み込んだ分析、教材研究もあわせて進めていか
なければならない。そうした作業を踏まえて、「導入文献」を用いた授業
を実践し、学生からのフィードバックを研究・教育に生かしていきたいと
考えている。
　4.2.　日本の大学における外国語教育
　最後に、本稿の試みが日本の大学の外国語教育にとって持つ意味に触れ
て、展望に代えることとしたい。
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専門教育への導入における外国語教育の役割
　本稿では、大学における専門への導入の時期の外国語教育を、DaFか
ら DaWへの移行期であると同時に、外国語教育と専門教育の橋渡しの時
期でもあるという二重性に着目して分析してきた。これは、ドイツ語圏を
フィールドとし、ドイツ語という言語をツールとして利用する研究分野で
あるからこその特徴であろう。
　今日の日本の大学教育においては、残念ながら、英語以外の外国語教育
が軽んじられる傾向が否めない。しかしながら、ある言語（たとえばドイ
ツ語）を母語とする人々や地域を研究の対象とする学問分野にあって、そ
の言語によるデータに向き合い、分析し、その結果をその言語で発信する
能力は、本来、不可欠のものではないか。加えて、近年は、専門教育にお
ける高校から大学への継続性を意識した高大連携の議論がさかんに行わ
れ、高校・大学間で教員の連携が拡大しつつあるが、そこでも、外国語教
育が果たすべき（もしくは果たしうる）役割についてはあまり注目されて
いない。外国語教育の視点からも高大連携の議論に接続していくことが必
要であろう。
グローバル社会における日本の外国語教育
　さらに世界に目を向ければ、今日のヨーロッパの言語政策の基盤は複言
語主義である（欧州評議会言語政策局　2016）。欧州評議会の掲げる言語
教育政策の目標に即して言うならば、すべての言語はコミュニケーション
と自己表現の手段として等しく価値をもち、自らの言語を使用し、学ぶこ
とは権利として認められる。そうした多言語社会にあっては、母語以外の
言語を学ぶことは異文化間のコミュニケーションを促進し、文化的差異を
認め合うための重要な前提となる。そして、社会の構成員が複数言語を学
ぶことで、民主的で社会的なプロセスへの参加が促進されるのである
（Council of Europe language education policy）。
　アジアにおいても、世界的にも、こうした発想が根づいていくとするな
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らば、日本でもまた、複数言語の習得により、複数の文化に対する理解を
深め、今日の世界における民主的で平和的な共存に貢献することを考える
必要がある。すなわち、英語圏のみならず、世界の様々な言語圏に対する
深い理解をもち、場面や相手に応じて適切な言語を使い分ける能力と意思
を備えた人材を育成する必要がある。そのように考えるならば、しかるべ
き外国語教育を通じて第 2、第 3外国語の運用能力を養い、できるだけ多
くの学生に対して、日本以外の地域をフィールドとする研究を進める可能
性を開くことは大学の義務と考えてよいだろう 20）。今日のグローバル社会
で活躍するために、複数の、しかも高い言語運用能力を身につけた人材を
いかに育成するかという観点を忘れてはならない。我々の試みもその文脈
に位置づけられるものである。
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